
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

真夏日が毎日のようになってきました。日焼け止めや日傘など

はお持ちですか？特に日傘は日焼け対策以外にも日射病の対

策などにもなりますよ。 
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2023年５月の売上は 2，145，296円 

直近の１年間の売上は平均 1，619，878円/

月 

５月の工賃 1，208，000円でした。 

（売り上げの 3分の２を利用者さんに分配） 

 

 

ご

報

告 

↑蓮の花（田んぼの隣の東の池） 

大入り袋 

５月の売上金が 214万円と今までの最高を記録したので大入袋が配られま 

す。前回の大入り袋は去年８月の 196万円でしたから 18万円のアップと、利 

用者さんそして職員が一所懸命に作業に励んだ結果だと思います。売り上げの 

上位の明細は１位トマト 64万円、２位ルッコラ 57万円、3位きゅうり 48万 

円でした。 

 初めて大入り袋をもらう人にアドバイス。500円玉は使って、袋はさらなる 

大入りを願って燃やすのもいいし、縁起物として飾っていてもいいそうです 

よ。 

 

農家レストラン事業を断念、オシマイ（お仕舞い）にしました。 

「横溝千鶴子記念障害福祉センターすばる」２階で今年の９月１日から農家レストランの開業予定で大磯町と 

進めてきました。この建物は大磯町在住の故横溝氏が、働く障害者のためにと私財から５億円を大磯町に寄

付、鉄筋コンクリート建て 2階全面でおおいそ福祉会が障害者就労支援ｂ型（就ｂ）事業を 19年にわたり使用

し運営をしてきました。 

 おおいそ福祉会が 2年前の 6月に自前の建物を建て退去しました。その後の空いた 2階の使い方について 

大磯町は広く意見を募りましたが、当然ながら故横溝氏の遺志を尊重して２階は従来とおり就ｂで使用するこ 

とになり、大磯町は就ｂの 3団体の集う「福祉作業書等連絡会」に使用を要請、ソーシャルファーム大磯は農家 

レストランと農産品直売所をすることになり準備を進めてきました。 

しかし大磯町は①建物は大磯町の行政財産である。②始めに使った団体が居すわり､退去に際し裁判になっ 

た。との理由で公平の観点から特定の団体には今後占有（貸借）させないと言い出しました。 

しかし就ｂは事業要件として設備基準が有り、然るべきスペース（作業、相談､トイレ等）の所有あるいは占有 

（貸借）が必須要件です。そうすると､就ｂ事業をせよといいながら必要な施設は貸さないと矛盾することを言 

っていることになります。 

 そのことを3団体が主張しても大磯町はかたくなにソーシャルファーム大磯の就ｂ事業の設置は認めず、3団

体での事業の共同運営､運営委託の契約だけ、作業は出張扱いで･･･等主張します。3回目の会合で 1時間 30

分話し合いましたが解決せず、まだ交渉中なのに 6 月の議会では「就ｂはさせない」との信義にもとる発言が

あったこともあり、もう「オシマイ（お仕舞い）」にしますと大磯町に申し立てました。結果として残念なことに障

害者の活躍する場が消失してしまい、きっとこの事態に横溝さんは草場の陰で嘆いていることでしょう。 

 さて、農家レストランでのメイン料理のひとつのトマトカレーの味の追求をしてきた利用者さんには引き続い

て常温でもおいしい「カレー弁当」の開発に取り組んでいただきます。いつかこれまでの努力が報われることを

めざして！ 

レストランについて 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次回は７月１８日で、トマトカレーになりま

す。 

お楽しみに！！ 

７月 １ ５

日 は 祝

日です。

１８日は

カレーの

日です。 

 

バーベキュー 

出勤日のお知らせ 

6 月１３日にバーベキューを行

いました。穴を掘ってその上に

鉄板を設置し、火を起こしまし

た。具材はにんじんやキャベツ

や玉ねぎ、ナス、ズッキーニ、じ

ゃがいもなど多くの野菜と豚バ

ラ肉、ウインナー、そして焼きそ

ばなど多種多様です。また利用

者さんの差し入れでフランクフ

ルトもありました。みんなでわ

いわいと楽しむ光景はなんだ

かお祭りの屋台を思い出します

ね。 

きゅうり・トマト 

田植えの準備と田植え 

 
田植えの準備と田植え 

5月の連休明けに米の種をトレー20枚ほどにまき、苗の準備をしま

す。田んぼ（約 1000㎡）に水がない状況で耕運機で土を起こします

（田おこし）。次に水路から半分ほど水を入れて機械で土のかたまり

をつぶし、さらに水を入れ、重い角材を引っ張って泥を平らにします

（代かき）。2日目に泥が締ってから苗を機械で植えます（田植え）。 

この辺りは川の水が少ないので梅雨に入ってからの６月初句頃田植

えをします。 

今年は、今までなかなか田んぼに寄りつかなかった陸ちゃんが泥を

潰す作業と機械の掃除を手伝ってくれました。 

 

自根きゅうりと完熟トマトをヤ

オマサ大磯店、たまや大磯店・

浜見平店（茅ヶ崎市）で販売し

ています。店で売られているき

ゅうりのほとんどは根の強い

「かぼちゃ」の根に接ぎ木をし

たものです。接ぎ木をしないき

ゅうりが「自根きゅうり」と言わ

れおいしいとされています。 

スイカ 

今年もスイカが育っています。大きなスイカがで

きるといいですね。沢山実れば社販で買えるかも

しれません。楽しみですね。 


